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環境経営レポート

ルブテクノサービス株式会社

【レポートの対象期間：2022年10月～2022年12月】

　ルブテクノサービス株式会社は、「オイル　うるおい　おてつだい」を
コーポレートメッセージとして掲げ、２０１７年１１月２７日に設立致し
ました。事業内容は、潤滑油管理技術を通じた「オイルの分析」「オイル
のクリーニング」「オイル交換作業」「タンク清掃作業」「廃油の収集・
運搬」「地下タンクの検査」等です。私達の事業は、潤滑油管理技術を活
かして製造業に従事されている皆様方の安全で快適な職場環境作りに貢献
することです。また、皆さまの信頼を得ることによりともに発展する企業
となることを目指します。今　世の中は　大変速いスピードで変化してい
ます。お客様の現場において発生する新たなニーズや変化を的確にとらえ
潤滑油管理技術やサービス向上に反映することに努めてまいります。皆様
方には、これからもより一層のご愛顧・ご指導を賜りますようお願い申し
上げます。



　１．省資源・省エネルギー、廃棄物の減量化およびリサイクル活動を積極的に行い

　　　環境に与える影響を低減するとともに、循環型社会の実現に努めます。

　２．環境活動を推進するにあたり、環境目標・環境活動計画を策定し取組みます。

　　　策定した目標・活動計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。

　３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

　４．環境方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識

　　　の向上を図ります。

　５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーションを図

　　　ります。

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ継続的に取組みます。

１．環境経営方針

〔基本理念〕

私たちは、かけがえのない地球を守ることが、人類共通の最重要課題のひとつと認識し、

地球環境保護・浄化に寄与し、自然との共生・共存・共栄に配慮した事業活動に努めます。

〔基本方針〕
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ルブテクノサービス株式会社
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1．事業所及び代表者名

ルブテクノサービス株式会社

代表取締役　坂本　光正

2．所在地

　 本社：〒370-0857　群馬県高崎市上佐野町２８２番地１

　太田サービスセンター：〒373-0842　群馬県太田市細谷町１６４番地３

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　　　　　代表取締役　　　坂本　光正

環境管理責任者　　  　川﨑　孝雄

担当　　　　　　　　ＥＡ２１推進事務局     　小向　翔

TEL　　0276-55-1088

FAX　　0276-55-1962

4．対象範囲

ルブテクノサービス株式会社　全組織及び全活動

5．事業の内容

①潤滑油管理（コンサルティング）、油の分析

②浄油作業、更油作業

③産業廃棄物（廃油・廃液）の収集運搬

④地下タンク検査、計量機検定

６．事業規模

13

138

２．事業活動の規模

13

1,415 1,415

２ページ

活動規模 単位 2020年 2021年

売上高

従業員数

延べ床面積

百万円

人

㎡

114



7．許認可の内容

汚泥 廃油 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 金属くず

群馬県 01000201329 ● ● ● ● ●

埼玉県 01100201329 ● ● ● ● ●

栃木県 00900201329 ● ● ● ● ●

福島県 00707201329 ● ● ● ● ●

茨木県 00801201329 ● ● ● ● ●

長野県 2009201329 ● ● ● ● ●

8．収集・運搬車両の種類と台数

・１０ｔダンパー車 １台

・８ｔダンパー車 １台

・４ｔダンパー車 １台

・４ｔバキューム車 ２台

・６ｔローリー車 １台

・３ｔ平ボデー車 １台 合計 ７台

9．収集運搬実績

単位

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

平成31年1月24日

平成31年1月17日

平成31年1月28日

平成31年3月8日

令和5年7月26日

令和5年7月11日

令和6年1月27日

令和6年3月7日

令和6年3月12日

汚泥

廃アルカリ

合計

３ページ

649.72

32.31

3.48

703.46

２．事業活動の規模

収集運搬量
2021年6月～2022年5月廃棄物の種類

廃油（油性）

廃油（含有水）

許可元
自治体

種類 許可番号 許可の年月日 許可の有効期限
産業廃棄物の種類

平成31年3月13日

17.95

産
業
廃
棄
物

（

収
集
・
運
搬
）

平成30年5月25日 令和5年5月25日



項目
基準年
（実績）

2022年度
目標

2023年度
目標

2024年度
目標

実施事項

①空調温度適正化・表示

②照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥電力、ガソリン量の集計

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

①毎月のメータを確認する（漏水防止）

②節水表示

③増量ノズルへの交換

④トイレの節水

①取扱商品（化学物質含有）の調査

②購入量の把握

③ＳＤＳの入手

④取扱商品一覧表の作成

⑤管理手順の策定（化学物質含有の場合）

⑥管理手順の徹底（化学物質含有の場合）

①潤滑油管理ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの推進

②潤滑油濾過再生業務の推進

③潤滑油分析による予防保全の促進

④更油作業による予防保全の促進

＊購入電力の排出係数は、0.474kg-CO2/kWh【東京電力エナジーパートナー（株）】を使用しています。

＊基準年の集計期間を2021年6月から2022年5月とする。

2021年度
に対して
3件増
（8件）

４ページ

管理手順
の順守

5

本業に関
する目標
(潤滑管理
による省資
源化・環境
配慮）

4

トルエン
IPA

管理の徹
底

―
取扱商品
の調査

取扱商品
の調査・管
理手順の
策定

2021年度
5件

2021年度
に対して
１件増
（6件）

2021年度
に対して
2件増
（7件）

2021年度
に対して
3％減

（740.83㎏
/100万円）

3 節水管理 ― ー ー ー

2

売り上げ
100万円当
り廃棄物排
出量の削

減

2021年度
（763.75.㎏
/100万円）

2021年度
に対して
1％減

（756.11㎏
/100万円）

2021年度
に対して
2％減

（748.47㎏
/100万円）

2021年度
に対して
3％減

(545.74㎏-
CO2/100
万円)

４．環境経営目標　　５．環境経営計画

環境経営目標

1

売り上げ
100万円当
り二酸化炭
素排出量
の削減

2021年度
（562.62㎏-
CO2/100
万円）

2021年度
に対して
1％減

(557.00㎏-
CO2/100
万円)

2021年度
に対して
2％減

(551.36.㎏-
CO2/100
万円)



空調温度適正化・表示 節水表示

環境に配慮した取組等

エコアクション21取組の実施体制

ＥＡ２１推進事務局
小向　翔

５ページ

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

業務グループ

中里　和正

営業グループ

監物　雅治

管理責任者

川﨑　孝雄

代表者
代表取締役
坂本　光正



項目
基準年
（実績）

2022年度
目標

2022年度
目標値

2022年度
実績

目標の達成状
況 実施事項 評価

①空調温度適正化・表示 ◎
②照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦの推進 ◎
③エアコン清掃の実施 ○
④エコドライブ推進 ○
⑤社用車の点検・整備 ◎
⑥電力、ガソリン量の集計 〇
①分別ルールの徹底 ○
②廃棄物置場の整備 △
③廃棄物排出量の集計 〇
④裏紙使用ルールの徹底 △
①毎月のメータを確認する（漏水防止） ×
②節水表示 ◎
③増量ノズルへの交換 △
④トイレの節水 △
①取扱商品（化学物質含有）の調査 ◎
②購入量の把握 ◎
③ＳＤＳの入手 ◎
④取扱商品一覧表の作成 ○
⑤管理手順の策定（化学物質含有の場合） △
①潤滑油管理ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの推進 ◎
②潤滑油濾過再生業務の推進 〇
③潤滑油分析による予防保全の促進 〇
④更油作業による予防保全の促進 〇

※環境経営計画の取組・評価【◎良く取組めた・○取組めた・△取組みが不足していた・×取組めなかった】

※主な環境負荷実績

環境負荷 2022年
(2022年10月～2022年12月を集計)

①二酸化炭素排出量（kg-CO2) 20,491

②廃棄物排出量(kg) 25,355

2021年度に
対して1件

増
6 8 達成

（ 2021年10月～12月 と 2022年10月～12月 の3ヶ月で目標達成評価）

達成

2

3 節水管理 ― ー

７.－１　環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

取扱商品一
覧表が作成
された

６ページ

5

潤滑管理に
よる省資源
化・環境配
慮

環境経営計画

1

達成

売り上げ
100万円当
り廃棄物排
出量の削減

2021年度
（459.67㎏
/100万円）

2021年度に
対して1％

減
455.07 未達成662.12

節水表示を
作成した。

2021年度
5件

2021年
（2021年10月～2021年12月を集計）

19,783

16,740

―

環境経営目標

売り上げ
100万円当
り二酸化炭
素排出量の

削減

2021年度
（543.23㎏-
CO2/100万

円）

2021年度に
対して1％

減
537.79

達成
535.11

4
トルエン
IPA

管理の徹底
―

取扱商品の
調査

―



項目
基準年
（実績）

2022年度
目標

2023年度
目標

2024年度
目標

実施事項

①空調温度適正化・表示

②照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥電力、ガソリン量の集計

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

①毎月のメータを確認する（漏水防止）

②節水表示

③洗い物はまとめて洗う

④トイレの節水

①取扱商品（化学物質含有）の調査

②購入量の把握

③ＳＤＳの入手

④有機溶剤中毒予防規則の見直し

⑤管理手順の策定（化学物質含有の場合）

①潤滑油管理ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの推進

②潤滑油濾過再生業務の推進

③潤滑油分析による予防保全の促進

④更油作業による予防保全の促進

次年度の環境経営目標及び環境経営計画について

2021年度
に対して
3件増
（8件）

７ページ

エコアクション21の運用を始めて間もないため、当初の中長期目標で次年度も進める。
同じく、環境経営計画も前年度と同じ計画で進める。

4

トルエン
IPA

管理の徹
底

―
取扱商品
の調査

取扱商品
の調査・管
理手順の
策定

管理手順
の順守

5

本業に関
する目標
(潤滑管理
による省資
源化・環境
配慮）

2021年度
5件

2021年度
に対して
１件増
（6件）

2021年度
に対して
2件増
（7件）

ー

2

売り上げ
100万円当
り廃棄物排
出量の削

減

2021年度
（763.75㎏
/100万円）

2021年度
に対して
1％減

（756.11㎏
/100万円）

2021年度
に対して
2％減

（748.47㎏
/100万円）

2021年度
に対して
3％減

（740.83㎏
/100万円）

3 節水管理 ― ー ー

７.－２　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

環境経営目標

1

売り上げ
100万円当
り二酸化炭
素排出量
の削減

2021年度
（562.62㎏-
CO2/100
万円）

2021年度
に対して
1％減

（557.00㎏-
CO2/100
万円）

2021年度
に対して
2％減

（551.36㎏-
CO2/100
万円）

2021年度
に対して
3％減

（545.74㎏-
CO2/100
万円）



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟などの有無

2023年2月1日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

遵法

遵法

遵法

消防法

道路交通法

道路運送車両法

労働安全衛生法

当社における二酸化炭素排出量の大半が軽油であり、車両燃料の使用が占める。工
事・作業や収集運搬部門の環境負荷を減らしていくことが課題となる。環境負荷削
減のため、より一層の効率的かつ計画的な車両運行が求められる。環境関連法規等
は遵守されており、引き続き定期的に遵守状況を確認する。二酸化炭素削減の目標
はー1.5％達成できたが、廃棄物の重量が44％と大幅に増加した。廃棄物増加の内
訳としては事業で使用する空ドラムの重量が大半を占めているためである。これら
は有価物として扱われ再資源化がなされている。実際に排出される廃棄物に関して
は、分別、減容、再利用等を検討したい。水の使用量、化学物質取扱い管理に関し
ては具体的な目標値を設けていないが、水の節水に努め、化学物質の取扱い管理の
徹底を図りたい。弊社の事業として潤滑管理を推進することにより社会全体で二酸
化炭素の削減や廃棄物の削減に貢献していきたい。

８ページ

９.　代表者による全体の評価と見直し・指示

遵守状況遵守事項

自動車から排出される窒素酸化物
の特定地域における総量の削減に
関する特例措置法

廃棄物の処理及び清掃に関する法 廃掃法範囲内での事業活動 遵法

法規制等の名称

粒子状物質減少装置装着済

設置許可、定期点検

制限速度遵守

保安基準遵守

健康診断の実施

遵法

８.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
並びに違反、訴訟などの有無

悪臭防止法
特定悪臭物質取り扱いなし
車輛清掃の習慣

遵法

遵法


